







































































































































第 ･次 減数が6以上の場合の繰 り卜がりの
あろひき算の仕方













































































































































































































































- 2 1 -
(お金模型) (数式)
十の位 -の位
⑩⑲ ①①①① 2 4
× 3 4×3 × 3
:㊨ ①① ;くニ==ミ> 1 2
:⑳⑲ ' 6 0











































































㍍す maが(3x3)二で - mal0
計井の仕方は (考え①)から順に一つ一つ取
り上げていき,式の大切なところを丸で魔んだ
り.図と対応させたりして話し合わせることで,
根拠がJplかを明らかにした｡
考えの共通点を探 り,どの考えも分数のか
け算に直すことで答えが求めれていること
(-考え①)～ (考え(む)の考えは一つ一つ版
lr:し.似ているところをつないで鮭児すること
で.どの考えも分散のかけ罪に直すことで答え
が求められていることに気付きやすくした｡
C どの考えも,同じようなかけ算の式ができ
きています｡
C はじめはわり井なのに,途中の式はどれも
おなじかけ井の式になっいますn
c かけ節の式は,Jltx.初のわり井の分母と分子
が入れ替わったものになっています｡
このように,考えの共通点を探らせていく中
で,分敬のわり算の公式につながるきまりをみ
つけていくことができた
分数のわり算では,わる軌の分母と分子
を入れ替えた分散をかけるとよい｡
△ ☆
D O
さらに,わる数の2/3を5/6や4′/7に
変えて考える活動を工夫することで,分数のわ
り井はいつでも分数のかけ罪に直すと答えが求
められることに気付きやすくした.
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4 ｢子どもが説明し,伝えあう算数授弟｣の
成果と裸屠
自分で組みiLてた考えを根拠を明らかにしな
がら説明することで友達とお二狂いの考えを共有
し.その考えを簡滞 ･明脈 ･一般性などの観点
から見虚し,よりよい考えに発展させることを
大切にする授莞づくりをめざした｡
言語活動の充実の方向性が打ち出されている
が,ただ子どもに話し合 う活軸をさせればよい
のではない｡-C=t').えを説明するrfrC･お互いの考え
を共有化するための条件は何か,伝えあう中で
考えを発展させていくためのT夫は何かという
ことを常に考えた学習展開にしていくことが大
切であることを3つの実践をidして実感するこ
とができた.I
子どもが考えを説明する際には､説明の構成
要談の r根拠｣｢推論の道筋Jr教材｣の二者
が一体化することでお互いの考えが共有化でき
ること､子どもが伝えあう際には､簡潔 IPJl瞬
･一般性などo)観点で考えを見止 して,上級的
な考えをより客観的な増えに党旗させていくこ
との屯蛮性を再確認できた｡
思考を進めるためのことばとコミュニケ-シ
ヨンの道具としてのことばの役割を塵理 して,
授菜を組み立てていくことは.界数教育のねら
いとする,思考力 ･表現力を育てることに大変
役立つと考えるG今後も,さらに､考える^を
育てることばの教育を目指 して取り組んでいき
たい｡
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